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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源の各々に、該複数の光源の各々の点灯状態を電源の切状態から入状態になる
までの第１経過時間に対応して制御する制御部を備える照明装置において、
　該各々の制御部は、
　前記電源の入状態から切状態になるまでの第２経過時間が所定の時間を経過した場合、
前記複数の光源の各々の点灯状態を所定の点灯状態に制御し、前記複数の光源の点灯状態
を同期させることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記電源の入状態／切状態を検出する検出部と、
　前記電源の切状態から入状態になるまでの第１経過時間を計時する第１計時部と、
　前記電源の入状態から切状態になるまでの第２経過時間を計時する第２計時部と
　を備え、
　前記制御部は、
　前記第２経過時間が第２閾値より長い場合において、前記第１経過時間が第１閾値より
短いとき、前記複数の光源を所定の点灯状態に制御するように構成してあることを特徴と
する請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記複数の光源の異なる点灯状態間の遷移情報を記憶する記憶部を備え、
　前記制御部は、
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　前記第２経過時間が前記第２閾値より短い場合において、前記第１経過時間が前記第１
閾値より短いとき、直近の点灯状態から記憶した遷移情報に応じて遷移した点灯状態で前
記複数の光源を点灯すべく制御するように構成してあることを特徴とする請求項２に記載
の照明装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記第１経過時間が前記第１閾値より長い場合、直近の点灯状態で前記複数の光源を点
灯すべく制御するように構成してあることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の照
明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関し、特に電源スイッチの入／切操作を行うことにより所望の点
灯状態で光源を点灯させることができる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　屋内の天井又は壁などに設置された照明装置（照明器具）は、壁に設けられた電源スイ
ッチ、照明器具から引き出された操作紐、あるいは赤外線リモコンなどを操作することに
より、点灯又は消灯を行うことができる。また、利用者の好み、照明器具の設置場所又は
時間帯などに応じて、光源の明るさを調整することができる調光機能を備えた照明器具も
広く使用されている。
【０００３】
　照明器具の調光を行う方法として、例えば、屋内の壁に設けられた電源スイッチを操作
し、電源スイッチがオン状態にある場合に、短時間の電源スイッチのオフ操作があったと
きに、照明器具の明るさを切り替える方法がある（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開昭６３－２７１８９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の照明器具では、短時間の電源スイッチのオフ操作があったか否かは、マイ
クロコンピュータに備えられたタイマ（カウンタ）等を用いて行っている。しかし、マイ
クロコンピュータに備えられたタイマには、例えば、±５％程度の誤差があるため、個々
の照明器具に内蔵されたタイマには、ばらつきが生じる場合がある。このため、例えば、
１つの電源スイッチで複数の照明器具を制御する場合に、短時間の電源スイッチのオフ操
作をしたものの、タイマのばらつきによって短時間の電源オフ状態を検出できず、所定の
明るさに切り替わらない照明器具が現われるという問題があった。
【０００５】
　図９は従来の電源スイッチの操作による調光方法の概要を示す説明図である。図９の例
では、複数の照明器具Ａ～Ｅを１つの電源スイッチ（例えば、屋内の壁に設けられた電源
スイッチ）で点灯、調光（明るさの切り替え）、消灯することができるものである。また
、図９において、斜線の部分は観式的に消灯割合を示す。図９に示すように、当初、すべ
ての照明器具を全灯（１００％の明るさ）で点灯し、短時間の電源オフ操作を行うことに
より、７５％調光に切り替えたとする。
【０００６】
　次に、７５％調光から５０％調光にすべく、再度、短時間の電源オフ操作を行ったとこ
ろ、仮に照明器具Ｄに内蔵のマイクロコンピュータ（タイマ）が短時間の電源オフ状態を
検出できなかったとする。この状態では、照明器具Ｄを除く他の照明器具は、５０％調光
で点灯するものの、照明器具Ｄは前回の調光モードである７５％で点灯することになり、
照明器具全体の調光レベルが同期しないという事態に陥る。
【０００７】
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　この状態で、再度、短時間の電源オフ操作を行うことにより、各照明器具の明るさが切
り替わる。すなわち、照明器具Ｄを除く他の照明器具は、５０％調光から２５％調光で点
灯するものの、照明器具Ｄは前回の調光モードである７５％から５０％調光に切り替わる
ことになり、照明器具全体の調光レベルが同期しないという事態が続く。このように、複
数の照明器具の調光制御を行う場合、一旦１つの照明器具で短時間の電源オフ状態を検出
することができない事態が発生すると、すべての照明器具の調光レベルが同一レベルにな
らず、また、調光レベルを揃えることが困難であった。このような照明環境は、利用者に
とって不快感又は違和感を与えることになり、このような事態を改善することが望まれて
いた。
【０００８】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、所望の点灯状態で光源を点灯させる
ことができる照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る照明装置は、複数の光源の各々に、該複数の光源の各々の点灯状態を電源
の切状態から入状態になるまでの第１経過時間に対応して制御する制御部を備える照明装
置において、該各々の制御部は、前記電源の入状態から切状態になるまでの第２経過時間
が所定の時間を経過した場合、前記複数の光源の各々の点灯状態を所定の点灯状態に制御
し、前記複数の光源の点灯状態を同期させることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る照明装置は、前記電源の入状態／切状態を検出する検出部と、前記電源の
切状態から入状態になるまでの第１経過時間を計時する第１計時部と、前記電源の入状態
から切状態になるまでの第２経過時間を計時する第２計時部とを備え、前記制御部は、前
記第２経過時間が第２閾値より長い場合において、前記第１経過時間が第１閾値より短い
とき、前記複数の光源を所定の点灯状態に制御するように構成してあることを特徴とする
。
【００１３】
　本発明に係る照明装置は、前記複数の光源の異なる点灯状態間の遷移情報を記憶する記
憶部を備え、前記制御部は、前記第２経過時間が前記第２閾値より短い場合において、前
記第１経過時間が前記第１閾値より短いとき、直近の点灯状態から記憶した遷移情報に応
じて遷移した点灯状態で前記複数の光源を点灯すべく制御するように構成してあることを
特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る照明装置は、前記制御部は、前記第１経過時間が前記第１閾値より長い場
合、直近の点灯状態で前記複数の光源を点灯すべく制御するように構成してあることを特
徴とする。
【００１６】
　本発明にあっては、複数の光源の各々に対応して制御部を備えてあり、各制御部は、複
数の光源それぞれの点灯状態を同期させる。点灯状態は、例えば、全灯状態、所定の調光
モードなどであり、同期によりすべての光源の点灯状態を同一にすることができる。これ
により、所望の点灯状態で光源を点灯させることができる。
【００１７】
　また、照明装置は、電源の入状態（オン状態）から切状態（オフ状態）になるまでの第
２経過時間が所定の時間を経過した場合に、複数の光源の点灯状態を同期させる。点灯状
態は、例えば、全灯状態、所定の調光モードなどである。電源の入状態から切状態になる
までの第２経過時間を加味することにより、電源スイッチの入切操作だけで光源を所望の
点灯状態に同期させることができる。なお、同期させるとは、複数の光源の点灯状態を同
じ状態にすることである。例えば、電源スイッチの操作により所定の第１経過時間を検出
したときに、光源の点灯状態を切り替え（例えば、調光モードを切り替える）、その後、
電源スイッチの入切操作により第２経過時間が所定の時間を経過した場合には、複数の光
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源を予め定められた点灯状態（例えば、全灯状態、所定の調光モードなど）に同期させる
ことができる。これにより、複数の照明装置を１つの電源スイッチの入切で点灯制御する
場合に、照明装置全体の点灯状態を所定の点灯状態に設定することができるので、仮に照
明装置全体の調光レベルが同一にならない事態が発生した場合でもすべての照明装置の調
光レベルを容易に揃えることができる。
【００１８】
　本発明にあっては、照明装置は、電源の入状態（オン状態）から切状態（オフ状態）に
なるまでの第２経過時間及び電源の切状態から入状態になるまでの第１経過時間に応じて
、光源の点灯状態を制御する。すなわち、電源が切状態にある時間（第１経過時間）だけ
でなく、電源の入状態から切状態になるまでの第２経過時間を加味することにより、電源
スイッチの入切操作だけで光源を所望の点灯状態に制御することができる。例えば、電源
スイッチの操作により所定の第１経過時間を検出した場合に、第２経過時間が所定の閾値
時間よりも短い場合には、従来のように点灯状態を切り替え（例えば、調光モードを切り
替える）、第２経過時間が所定の閾値時間よりも長い場合には、予め定められた点灯状態
（例えば、全灯状態、所定の調光モードなど）に制御することができる。これにより、複
数の照明装置を１つの電源スイッチの入切で点灯制御する場合に、照明装置全体の点灯状
態を所定の点灯状態に設定することができるので、仮に照明装置全体の調光レベルが同一
にならない事態が発生した場合でもすべての照明装置の調光レベルを容易に揃えることが
できる。
【００１９】
　また、照明装置は、第２経過時間が第２閾値（例えば、１０秒）より長い場合において
、第１経過時間が第１閾値（例えば、２秒）より短いとき、光源を所定の点灯状態に制御
する。所定の点灯状態は、それぞれの照明装置の点灯状態を同一にする状態であれば、全
灯（１００％調光）でもよく、あるいは、８０％、５０％などの調光状態でもよい。これ
により、電源スイッチを操作して、電源を入状態にした時点から、例えば、１０秒以上経
過した時点で短時間（例えば、２秒以内）の電源切の操作の後電源入にした場合には、そ
れぞれの照明装置の点灯状態は、所定の点灯状態に統一され、仮に調光レベルが揃わない
事態になったとしても、かかる事態を解消してすべての照明装置の点灯状態を揃える（同
期させる）ことができる。
【００２０】
　本発明にあっては、照明装置は、光源の異なる点灯状態間の遷移情報を記憶してある。
遷移情報は、例えば、全灯を含む各調光モードの切り替え順位などである。照明装置は、
第２経過時間が第２閾値（例えば、１０秒）より短い場合において、第１経過時間が第１
閾値（例えば、２秒）より短いとき、直近の点灯状態から記憶した遷移情報に応じて遷移
した点灯状態で光源を点灯する。これにより、電源スイッチを操作して、電源を入状態に
した時点から、例えば、１０秒以内に短時間（例えば、２秒以内）の電源切の操作の後電
源入にした場合には、それぞれの照明装置の点灯状態を、所定の順序に従って切り替える
ことができる。また、短時間（例えば、２秒以内）の電源切の操作の後電源入の操作を繰
り返すことにより、照明装置の点灯状態を順次切り替えることができ、所望の点灯状態に
容易に設定することができる。
【００２１】
　本発明にあっては、照明装置は、第１経過時間が第１閾値（例えば、２秒）より長い場
合、直近の点灯状態（前回の点灯状態）で光源を点灯する。これにより、電源スイッチを
操作して、例えば、電源切の操作をして２秒以上経過した時点で電源入にした場合には、
点灯する前の点灯状態をそのまま維持して光源を点灯することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、電源スイッチの入／切操作を行うことにより所望の点灯状態で光源を
点灯させることができ、複数の照明装置を１つの電源スイッチの入切で点灯制御する場合
に、照明装置全体の点灯状態を所定の点灯状態に設定することができるので、仮に照明装
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置全体の調光レベルが同一にならない事態が発生した場合でもすべての照明装置の調光レ
ベルを容易に揃えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて説明する。図１は本発明に係る照
明装置１００を備えた照明システムの概要を示す説明図であり、図２は本発明に係る照明
装置１００の構成の一例を示すブロック図である。図１に示すように、本発明に係る照明
システムは、例えば、室内の天井又は壁などに設置された複数の照明装置（照明器具）１
００、各照明装置１００に給電する商用電源１（例えば、ＡＣ１００Ｖ、ＡＣ２００Ｖ）
の入切を操作するための電源スイッチ２などを備えている。電源スイッチ２は、例えば、
室内の壁に設置され、１つの電源スイッチ２で各照明装置１００の点灯、調光、消灯など
の点灯状態の制御を行うことができる。なお、図１には例示していないが、複数の電源ス
イッチ２、…を備え、電源スイッチ２それぞれで複数の照明装置１００の点灯状態を制御
してもよい。
【００２５】
　照明装置１００は、例えば、ＡＣ１００Ｖの商用電源に接続され、電源ユニット１０、
制御ユニット２０、光源としての複数のＬＥＤモジュール３０、…などを備えている。Ｌ
ＥＤモジュール３０の個数又は仕様などは、照明装置１００の仕様、形状などに応じて適
宜設定することができる。また、光源としては、ＬＥＤモジュール３０に限定されるもの
ではなく、蛍光灯、白熱灯などの他の光源を用いる構成であってもよい。
【００２６】
　電源ユニット１０は、ヒューズ１１、整流回路１２、ノイズフィルタ回路１３、スイッ
チング回路１４、スイッチングトランス１５、定電流供給回路１６、負荷電流電圧検出回
路１７、フォトカプラ１８、保護回路１９などを備えている。
【００２７】
　ヒューズ１１は、装置内部に短絡などの異常が発生した場合に、装置を保護するために
所定値以上の過電流を遮断するためのものである。整流回路１２は、ＡＣ１００Ｖを全波
整流して直流に変換する。ノイズフィルタ回路１３は、例えば、商用電源に接続された電
源線を通じて照明装置１００内に侵入してくるノイズを遮断するものである。
【００２８】
　スイッチング回路１４は、例えば、トランジスタ又はＦＥＴなどで構成され、所定の周
波数でスイッチング動作（例えば、１対のトランジスタを交互にオン／オフさせる動作）
することにより、スイッチングトランス１５に対して交番電圧を供給する。スイッチング
トランス１５は、スイッチング回路１４の動作に応じて所定の電圧値に変換された交番電
圧を出力する。
【００２９】
　定電流供給回路１６は、整流回路、トランジスタ、演算増幅器などを備え、スイッチン
グトランス１５から供給される交番電圧を直流電圧（例えば、３３Ｖ）に変換するととも
に、出力電流が一定になるように制御する。
【００３０】
　負荷電流電圧検出回路１７は、定電流供給回路１６により供給される電流及び電圧を検
出し、検出値に応じた制御信号を、フォトカプラ１８を通じて保護回路１９へ出力する。
なお、フォトカプラ１８は、スイッチングトランス１５の１次側と２次側とを電気的に絶
縁するためのものである。保護回路１９は、負荷電流電圧検出回路１７から入力された制
御信号に応じてスイッチング回路１４のスイッチング動作を制御する。これにより、出力
値をフィードバックして、一定の電流及び電圧を出力できるように構成している。
【００３１】
　ＰＷＭ制御回路２３は、定電流供給回路１６から出力された直流電圧に対してパルス幅
変調を行うことにより、各ＬＥＤモジュール３０に供給する電流を制御する。より詳細に
は、制御用マイクロコンピュータ２２は、後述する複数の照明状態に対応する調光レベル
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に応じたモード信号をＰＷＭ制御回路２３に送信し、ＰＷＭ制御回路２３は、受信したモ
ード信号に応じたＰＷＭ制御を各ＬＥＤモジュール３０に対して行う。なお、各ＬＥＤモ
ジュール３０に対して、それぞれＰＷＭ制御回路２３、…を設ける構成でもよい。
【００３２】
　制御電源供給回路２１は、定電流供給回路１６から出力された直流電圧を所定の電圧（
例えば、５Ｖ、３．３Ｖなど）に変換し、変換後の電圧を制御用マイクロコンピュータ２
２へ供給する。
【００３３】
　図３は制御電源供給回路２１の構成の一例を示すブロック図である。制御電源供給回路
２１は、コンデンサ２１１、３端子レギュレータ２１２、２１３、ヒューズ２１４、コン
デンサ２１５、ツェナーダイオード２１６などを備えている。コンデンサ２１１は、定電
流供給回路１６から供給される電圧に一過性の過電圧、ノイズなどが生じた場合に、過電
圧又はノイズを吸収して回路を保護する。
【００３４】
　３端子レギュレータ２１２、２１３は、定電流供給回路１６から供給される電圧を所定
の電圧に変換する。なお、３端子レギュレータ２１２、２１３の個数は、２つに限定され
るものではない。
【００３５】
　ヒューズ２１４は、例えば、３端子レギュレータ２１２、２１３などの端子間短絡が生
じた場合に、制御用マイクロコンピュータ２２に過電流又は過電圧が印加されて制御用マ
イクロコンピュータ２２が故障することを防止するため過電流を遮断する。
【００３６】
　コンデンサ２１５、ツェナーダイオード２１６は、制御用マイクロコンピュータ２２に
入力される電圧に重畳する過電圧又はノイズを吸収して、制御用マイクロコンピュータ２
２の誤動作、故障などを防止する。
【００３７】
　電源状態検出回路２４は、１対のフォトカプラなどを備え、照明装置１００に供給され
るＡＣ１００Ｖの有無を検出し、検出結果を制御用マイクロコンピュータ２２へ出力する
。
【００３８】
　赤外線リモコン受光部２６は、利用者が操作するリモコン本体（不図示）からの赤外線
を受光し、リモコン本体から送信された信号を抽出し、抽出した信号を制御用マイクロコ
ンピュータ２２へ出力する。リモコン本体から送信される信号は、例えば、光源を点灯、
消灯、及び調光するためのものである。なお、リモコン本体から送信される信号により、
照明装置１００に供給されるＡＣ１００の入切は行われない。
【００３９】
　メモリ２５は、制御用マイクロコンピュータ２２が所定の処理を行う際に必要なデータ
を記憶するとともに、処理結果なども記憶する。メモリ２５は、例えば、予め設定された
調光モード（例えば、モード０が全灯、モード１が８０％調光、モード２が５０％調光、
モード３が２５％調光など）、調光モードの切り替え順序（点灯状態の遷移情報であり、
例えば、モード０、モード１、モード２、モード３、モード０の順とする）、前回の（直
近の）点灯時の調光モードなどを記憶している。
【００４０】
　制御用マイクロコンピュータ２２は、内部に電源の入状態／切状態を検出する検出部、
第２経過時間を計時する第２計時部としてのオン時間タイマ（１０秒タイマ）、第１経過
時間を計時する第１計時部としてのオフ時間タイマ（２秒タイマ）などを備える。オン時
間タイマは、電源状態検出回路２４で電源がオン状態（入状態）になった時点からカウン
トを開始し（オン時間タイマがセットされオンとなる）、１０秒経過時点でオン時間タイ
マはオフする。また、オフ時間タイマは、電源状態検出回路２４で電源がオフ状態（切状
態）になった時点からカウントを開始し（オフ時間タイマがセットされオンとなる）、２
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秒経過時点でオフ時間タイマはオフする。なお、オン時間タイマ、オフ時間タイマのカウ
ント時間は、それぞれ１０秒、２秒に限定されるものではない。
【００４１】
　制御用マイクロコンピュータ２２は、電源状態検出回路２４で検出した検出結果に基づ
いてカウントされる、電源のオン状態からオフ状態になるまでの時間及び電源のオフ状態
からオン状態になるまでの時間並びにメモリ２５に記憶した情報に応じて、各ＬＥＤモジ
ュール３０の点灯状態を制御する。
【００４２】
　より具体的には、制御用マイクロコンピュータ２２は、電源がオン状態になった時点で
、前回に電源のオン状態からオフ状態になるまでの時間が、例えば、１０秒よりも長い場
合に、電源のオフ状態からオン状態になるまでの時間が、例えば、２秒より短いときは、
各ＬＥＤモジュール３０を所定の点灯状態で点灯する。ここで、所定の点灯状態は、各照
明装置１００の点灯状態を同一にする状態であれば、全灯（モード０）でもよく、あるい
は、モード１、２、３などの調光状態でもよい。これにより、電源スイッチ２を操作して
、電源をオン状態にした時点から、例えば、１０秒以上経過した時点で短時間（例えば、
２秒以内）の電源オフの操作の後電源オンにした場合には、それぞれの照明装置１００の
点灯状態は、所定の点灯状態に統一され、仮に調光レベルが揃わない事態になったとして
も、かかる事態を解消してすべての照明装置の点灯状態を揃える（同期させる）ことがで
きる。つまり、本発明の制御部である制御用マイクロコンピュータ２２は、電源がオン状
態からオフ状態になるまでの時間（本発明においては１０秒間）を検知して、照明装置の
点灯状態を所定の点灯状態に制御し、複数の照明装置を同期させる同期手段となる。また
、仮に、従来のような一過性の誤動作により、いずれかの照明装置の調光レベルが揃わな
い事態になったとしても、電源スイッチ２を操作して、電源をオン状態にした時点から、
例えば、１０秒以上経過した時点で、短時間（例えば、２秒以内）の電源オフの操作の後
電源オンにすることにより、すべての照明装置の調光レベルを同一の状態に揃えることが
可能となる。
【００４３】
　また、制御用マイクロコンピュータ２２は、電源がオン状態になった時点で、前回に電
源のオン状態からオフ状態になるまでの時間が、例えば、１０秒よりも短い場合に、電源
のオフ状態からオン状態になるまでの時間が、例えば、２秒より短いときは、直近（前回
）のモード（点灯状態）から遷移したモードで各ＬＥＤモジュール３０を点灯する。これ
により、電源スイッチ２を操作して、電源をオン状態にした時点から、例えば、１０秒以
内に短時間（例えば、２秒以内）の電源オフの操作の後電源オンにした場合には、それぞ
れの照明装置１００の点灯状態を、所定の順序に従って切り替えることができる。また、
短時間（例えば、２秒以内）の電源オフの操作の後電源オンの操作を繰り返すことにより
、照明装置１００の点灯状態を順次切り替えることができ、所望の点灯状態に容易に設定
することができる。
【００４４】
　また、制御用マイクロコンピュータ２２は、電源がオン状態になった時点で、前回に電
源のオフ状態からオン状態になるまでの時間が、例えば、２秒より長い場合、直近（前回
）のモードで各ＬＥＤモジュール３０を点灯する。これにより、電源スイッチ２を操作し
て、例えば、電源オフの操作をして２秒以上経過した時点で電源オンにした場合には、点
灯する前の点灯状態をそのまま維持して光源を点灯することができる。
【００４５】
　次に、制御用マイクロコンピュータ２２の動作について説明する。図４は照明装置１０
０の点灯状態の切り替えを示すタイミングチャートである。図４において、「２秒」、「
１０秒」が記載された矢印は、それぞれ２秒タイマ（オフ時間タイマ）、１０秒タイマ（
オン時間タイマ）がオンしている期間を示す。
【００４６】
　時刻ｔ１で電源スイッチ２が操作されて電源がオン状態となり、照明装置１００が点灯
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したとする。なお、時刻ｔ１で点灯した際の調光モードは、いずれのものでもよいが、仮
にモード１（８０％調光）とする。時刻ｔ１で１０秒タイマ（オン時間タイマ）がセット
されオンとなる。
【００４７】
　次に、時刻ｔ２で電源スイッチ２が操作されて電源がオフ状態となり、その後時刻ｔ３
で電源がオン状態になったとする。この場合、時刻ｔ２で２秒タイマ（オフ時間タイマ）
がセットされオンとなる。時刻ｔ３において、直近の電源オンのタイミングである時刻ｔ
１でセットされた１０秒タイマがオンであり、かつ２秒タイマがオンであるので、制御用
マイクロコンピュータ２２は、前回のモード（モード１）から遷移したモード（例えば、
モード２）で各ＬＥＤモジュール３０を点灯する。なお、時刻ｔ３で１０秒タイマ（オン
時間タイマ）が一旦リセットされ、再度セットされオンとなる。
【００４８】
　次に、時刻ｔ４で電源スイッチ２が操作されて電源がオフ状態となり、その後時刻ｔ５
で電源がオン状態になったとする。この場合、時刻ｔ４で２秒タイマ（オフ時間タイマ）
がセットされオンとなる。時刻ｔ５において、直近の電源オンのタイミングである時刻ｔ
３でセットされた１０秒タイマがオフであり、かつ２秒タイマがオンであるので、制御用
マイクロコンピュータ２２は、モードリセットして（例えば、モード０）で各ＬＥＤモジ
ュール３０を点灯する。なお、時刻ｔ５で１０秒タイマがセットされオンとなる。
【００４９】
　次に、時刻ｔ６で電源スイッチ２が操作されて電源がオフ状態となり、その後時刻ｔ７
で電源がオン状態になったとする。この場合、時刻ｔ６で２秒タイマ（オフ時間タイマ）
がセットされオンとなる。時刻ｔ７において、２秒タイマがオフであるので、直近の電源
オンのタイミングである時刻ｔ５でセットされた１０秒タイマのオン／オフに関わらず、
制御用マイクロコンピュータ２２は、前回のモード（点灯前のモードであるモード０）で
各ＬＥＤモジュール３０を点灯する。なお、時刻ｔ７で１０秒タイマ（オン時間タイマ）
が一旦リセットされ、再度セットされオンとなる。
【００５０】
　次に、時刻ｔ８で電源スイッチ２が操作されて電源がオフ状態となり、その後時刻ｔ９
で電源がオン状態になったとする。この場合、時刻ｔ８で２秒タイマ（オフ時間タイマ）
がセットされオンとなる。時刻ｔ９において、２秒タイマがオフであるので、直近の電源
オンのタイミングである時刻ｔ７でセットされた１０秒タイマのオン／オフに関わらず、
制御用マイクロコンピュータ２２は、前回のモード（点灯前のモードであるモード０）で
各ＬＥＤモジュール３０を点灯する。なお、時刻ｔ９で１０秒タイマがセットされオンと
なる。以下、同様の動作を繰り返す。
【００５１】
　図５及び図６は照明装置１００の動作状態と状態変化要因の関係を示す説明図である。
図５及び図６において、横の欄は変更前の動作状態を示し、縦の欄は変化要因を示す。な
お、図中、斜線で示す欄は、動作状態として存在しない場合を示す。例えば、最後（前回
）の電源入り（オン）から１０秒以上経過（１０秒タイマオフ）し、電源切（オフ）から
２秒以上経過（２秒タイマオフ）後に、電源入（オン）した場合、前回モードでＬＥＤモ
ジュール３０が点灯するとともに、１０秒タイマがオンする。
【００５２】
　また、最後（前回）の電源入り（オン）から１０秒以上経過（１０秒タイマオフ）し、
電源切（オフ）から２秒以内（２秒タイマオン）後に、電源入（オン）した場合、モード
０でＬＥＤモジュール３０が点灯（リセット動作）するとともに、１０秒タイマがオンす
る。この場合、２秒タイマはオンのままである。また、最後（前回）の電源入り（オン）
から１０秒以上経過（１０秒タイマオフ）し、電源切（オフ）から２秒以内（２秒タイマ
オン）であった状態で、最後の電源切から２秒以上経過した場合には、２秒タイマがオン
からオフになる。
【００５３】
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　また、最後（前回）の電源入り（オン）から１０秒以内（１０秒タイマオン）で、電源
切（オフ）から２秒以上経過（２秒タイマオフ）後に、電源入（オン）した場合、前回モ
ードでＬＥＤモジュール３０が点灯する。また、最後（前回）の電源入り（オン）から１
０秒以内（１０秒タイマオン）で、電源切（オフ）から２秒以上経過（２秒タイマオフ）
後であった状態で、最後の電源入りから１０秒以上経過した場合には、１０秒タイマがオ
ンからオフになる。
【００５４】
　また、最後（前回）の電源入り（オン）から１０秒以内（１０秒タイマオン）で、電源
切（オフ）から２秒以内（２秒タイマオン）後に、電源入（オン）した場合、前回からモ
ード遷移してＬＥＤモジュール３０が点灯する。また、最後（前回）の電源入り（オン）
から１０秒以内（１０秒タイマオン）で、電源切（オフ）から２秒以内（２秒タイマオン
）後であった状態で、最後の電源切から２秒以上経過した場合には、２秒タイマがオンか
らオフになる。さらに、最後（前回）の電源入り（オン）から１０秒以内（１０秒タイマ
オン）で、電源切（オフ）から２秒以内（２秒タイマオン）後であった状態で、最後の電
源入りから１０秒以上経過した場合には、１０秒タイマがオンからオフになる。
【００５５】
　また、モード０でＬＥＤモジュール３０が点灯するとともに、２秒タイマ及び１０秒タ
イマがいずれもオフの状態で、電源切（オフ）した場合、ＬＥＤモジュール３０が消灯す
るとともに、２秒タイマがオンする。
【００５６】
　また、モード０でＬＥＤモジュール３０が点灯するとともに、２秒タイマがオフの状態
であり、１０秒タイマがオンの状態で、電源切（オフ）した場合、ＬＥＤモジュール３０
が消灯するとともに、２秒タイマがオンする。また、モード０でＬＥＤモジュール３０が
点灯するとともに、２秒タイマがオフの状態であり、１０秒タイマがオンの状態で、最後
の電源入りから１０秒以上経過した場合には、１０秒タイマがオンからオフになる。
【００５７】
　また、モード０でＬＥＤモジュール３０が点灯するとともに、２秒タイマ及び１０秒タ
イマがいずれもオンの状態で、電源切（オフ）した場合、ＬＥＤモジュール３０が消灯す
る。また、モード０でＬＥＤモジュール３０が点灯するとともに、２秒タイマ及び１０秒
タイマがいずれもオンの状態で、最後の電源切から２秒以上経過した場合には、２秒タイ
マがオンからオフになる。また、モード１、２、３でＬＥＤモジュール３０が点灯してい
る場合もモード０の場合と同様である。
【００５８】
　図７は点灯状態の遷移状態を示す説明図である。図７に示すように、ＬＥＤモジュール
３０の点灯状態は、モード０（全灯）、モード１（８０％調光）、モード２（５０％調光
）、モード３（２５％調光）、消灯の５つのモードがある。なお、モードの数、調光の割
合などは一例であって、これに限定されるものではない。また、モードの遷移順位は、モ
ード０、モード１、モード２、モード３、モード０と巡回する。
【００５９】
　図７に示すように、モードリセット操作の場合、すなわち、１０秒タイマ（オン時間タ
イマ）がオフで、２秒タイマ（オフ時間タイマ）がオンの状態で電源入（オン）となった
場合には、モード０でＬＥＤモジュール３０が点灯する。
【００６０】
　また、モード変更操作の場合、すなわち、１０秒タイマ（オン時間タイマ）がオンで、
２秒タイマ（オフ時間タイマ）もオンの状態で電源入（オン）となった場合には、上述の
モード遷移順位に従ってＬＥＤモジュール３０が点灯する。
【００６１】
　また、前回モードで点灯操作を行った場合、すなわち、２秒タイマ（オフ時間タイマ）
がオフの状態で電源入（オン）となった場合には、前回のモードと同じモードでＬＥＤモ
ジュール３０が点灯する。
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【００６２】
　図８は制御用マイクロコンピュータ２２の処理手順を示すフローチャートである。制御
用マイクロコンピュータ（以下、「マイクロコンピュータ」という。）２２は、電源スイ
ッチがオン（入り）であるか否かを判定し（Ｓ１１）、電源スイッチがオンでない場合（
Ｓ１１でＮＯ）、ステップＳ１１の処理を続ける。電源スイッチがオンである場合（Ｓ１
１でＹＥＳ）、オフ時間タイマ（２秒タイマ）がオンであるか否かを判定する（Ｓ１２）
。
【００６３】
　オフ時間タイマ（２秒タイマ）がオンでない場合（Ｓ１２でＮＯ）、すなわち、オフで
ある場合、マイクロコンピュータ２２は、前回のモードでＬＥＤモジュール３０を点灯す
る（Ｓ１３）。オフ時間タイマ（２秒タイマ）がオンである場合（Ｓ１２でＹＥＳ）、マ
イクロコンピュータ２２は、オン時間タイマ（１０秒タイマ）がオンであるか否かを判定
する（Ｓ１４）。
【００６４】
　オン時間タイマ（１０秒タイマ）がオンである場合（Ｓ１４でＹＥＳ）、マイクロコン
ピュータ２２は、モード遷移してＬＥＤモジュール３０を点灯し（Ｓ１５）、オン時間タ
イマ（１０秒タイマ）がオンでない場合（Ｓ１４でＮＯ）、すなわち、オフである場合、
リセットモードでＬＥＤモジュール３０を点灯する（Ｓ１６）。
【００６５】
　マイクロコンピュータ２２は、オン時間タイマ（１０秒タイマ）をセットする（Ｓ１７
）。なお、オン時間タイマがオンの状態であれば、一旦リセットして再度セット（オン）
する。マイクロコンピュータ２２は、電源スイッチがオフ（切）になったか否かを判定し
（Ｓ１８）、電源スイッチがオフでない場合（Ｓ１８でＮＯ）、ステップＳ１８の処理を
続ける。
【００６６】
　電源スイッチがオフとなった場合（Ｓ１８でＹＥＳ）、マイクロコンピュータ２２は、
ＬＥＤモジュール３０を消灯し（Ｓ１９）、オフ時間タイマ（２秒タイマ）をセットし（
Ｓ２０）、ステップＳ１１以降の処理を続ける。なお、オフ時間タイマがオンの状態であ
れば、一旦リセットして再度セット（オン）する。なお、上述の処理は、電源スイッチ２
のオン／オフを判定し、判定結果に基づく処理を示しているが、基本的には無限ループの
処理である。
【００６７】
　以上説明したように、本発明にあっては、従来のように短時間の電源オフの操作を単に
検出するだけでなく、電源のオン状態からオフ状態になるまでの経過時間を加味すること
により、電源スイッチの入切操作だけで光源を所定の点灯状態（リセットモードでの点灯
状態）にすることができ、複数の照明装置を１つの電源スイッチの入切で点灯制御する場
合に、照明装置全体の点灯状態を所定の点灯状態に設定することができるので、仮に照明
装置全体の調光レベルが同一にならない事態が発生した場合でもすべての照明装置の点灯
状態、調光レベルを容易に揃えることができる。
【００６８】
　また、天井等に設置された複数の照明装置を、個々にリモコンで、例えば調光レベルで
ある照明状態を制御して、照明状態がまちまちになってしまう場合がある。その場合にお
いて、リモコンを用いて複数の照明装置の調光レベルを揃えるためには、１台１台の照明
装置に対してリモコン操作が必要であるのに対し、本発明によれば、電源スイッチの入切
操作で照明状態を容易に揃える（同期させる）ことができる。つまり、複数の照明装置の
電源スイッチをオンにして所定の時間（本発明においては１０秒間）経過した後に、電源
スイッチの入切操作を所定の時間（本発明においては２秒間）内に行うことにより、複数
の照明装置の各々の照明状態を容易に揃える（同期させる）ことができる。
【００６９】
　また、上述の実施の形態では、複数の照明装置の点灯状態（全灯状態又は調光レベル）
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置の光源の光色を揃える（同期させる）ようにすることもできる。
【００７０】
　光色の異なる点灯状態としては、例えば、電球色、昼白色、昼光色等の異なる色温度の
照明状態（点灯状態）でもよく、また、青色、緑色、赤色等の色度が異なる照明状態でも
よい。複数の照明状態が、リモコン操作又はマイクロコンピュータのタイマのばらつきに
よって、各々異なる光色の照明状態になった場合であっても、複数の照明装置の電源スイ
ッチをオンにして所定の時間（例えば１０秒間）経過した後に、電源スイッチの入切操作
を所定の時間（例えば２秒間）内に行うことにより、複数の照明装置の各々の照明状態を
容易に揃える（同期させる）ことができる。
【００７１】
　また、上述の実施の形態では、複数の照明装置のそれぞれに独立して個々の照明装置の
点灯状態を制御する制御部であるマイクロコンピュータを備えているが、１つの照明装置
に複数の光源部を備え、複数の光源部毎に各々の光源部を制御するマイクロコンピュータ
等の制御部を有する照明装置であってもよい。この場合は、照明装置内部の複数の光源が
異なる照明状態であっても、電源のスイッチの入切操作により照明状態を同期させること
が可能となる。
【００７２】
　上述の実施の形態では、ＬＥＤモジュールそれぞれの電流を制御して調光する構成であ
ったが、これに限定されるものではなく、一部のＬＥＤモジュールを消灯することにより
、照明装置全体の調光を行うようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明に係る照明装置を備えた照明システムの概要を示す説明図である。
【図２】本発明に係る照明装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】制御電源供給回路の構成の一例を示すブロック図である。
【図４】照明装置の点灯状態の切り替えを示すタイミングチャートである。
【図５】照明装置の動作状態と状態変化要因の関係を示す説明図である。
【図６】照明装置の動作状態と状態変化要因の関係を示す説明図である。
【図７】点灯状態の遷移状態を示す説明図である。
【図８】制御用マイクロコンピュータの処理手順を示すフローチャートである。
【図９】従来の電源スイッチの操作による調光方法の概要を示す説明図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１　商用電源
　２　電源スイッチ
　１０　電源ユニット
　２０　制御ユニット
　２１　制御電源供給回路
　２２　制御用マイクロコンピュータ
　２３　ＰＷＭ制御回路
　２４　電源状態検出回路
　２５　メモリ
　３０　ＬＥＤモジュール
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